
［別紙④］ 

総合的な学習 指導略案 
授業者:第 6学年担任 

2学期 11月～12月 

１． 教材名 人の世に熱あれ 人間に光あれ（友だち６） 

      水平社宣言（現代語訳） 

 

２． ねらい  

部落差別解消へ立ち向かった西光万吉の姿に共感するとともに、人間の自由と平等を求めた水平社宣

言の意味や力強さに気づき、差別のない社会の実現を目指そうとする意欲を育てる。 

 

３． 教材要旨 

「人の世に熱あれ、人間に光あれ」は、水平社宣言を創案した西光万吉の少年時代から全国水平社運

動創立までの様子が描かれている。差別から逃れようと、京都・東京に出ていくものの、差別は、どこ

までも追いかけてくる。しかし、仲間とともに、人間の自由と平等を求めて、水平社を創立していく力

強い生き様を読み取ることができる。まず、万吉の生き方への感想を交流させる。次に、本文前半の不

合理な部落差別に苦しむ様子を、後半の仲間と共に立ち上がる力強さに共感させたい。さらに、「水平社

宣言文（現代語訳）」に込められた万吉らの思いに気づき、どの文から特に感銘を受けたか考えることに

より、感動を心に残させたい。そして、約８０年前の問題であると同時に、現代の問題であることを解

放学級の存在や、差別ビラ事件の事実などを伝えることによって、差別に立ち向かう意欲を強めさせた

い。 

 

４．人権教育の内容 

  ２－（２）－ア 差別と人権問題についての学習 

 

５．指導の実際 

 児童の活動 支援及び留意点 

①  

 

 

 

１ 全文を読み、万吉の生き方に対する感想を

交流する。 

 

２ 前半の不合理な差別に苦しむ万吉の心情

を読み取り、部落差別への怒りを持つ。 

 

 

 

 

 

・ ワークシートに記入させ、交流させる。 

 

 

・ ワークシートに部落差別の不合理さを

まとめさせる。 

 

 

② 

 

１ 後半部分の仲間と共に、水平社を創立し、

差別に立ち向かう万吉の姿を感じ取る。 

 

２ 水平社宣言に込めた万吉らの思いを感じ

ながら、宣言文を読み、感動した文を見つけ、

理由を書く。 

 

 

・ 水平社を創立した万吉の思いをワーク

シートにまとめる。 

 

・ 自分も万吉の仲間として、宣言文にど

のようなことを伝えたいのか考え、ワー

クシートに書き込む。 

 

不合理な部落差別に苦しむ万吉の様子と仲間と共に差別に立ち向かう意欲を

感じ取る。 



③ 

本
時 

 

 

 

 

１ 宣言文（現代語訳）を読み、自分が感動し

た文を見つけ、その理由を交流する。 

 

 

 

 

２ 現代に残る差別事象を取り上げ、これから

の自分たちの役割について交流する。 

 

 

 

 

・ ワークシートに感動した文を写し、理

由を書き込む。困難な児童には、前時で

記入した自分が宣言文で伝えたいことを

もとに、その意がこもった文章を見つけ

させる。 

 

・ 社会科「江戸時代の身分制度」の学習

や「ネット上での書き込み差別」を知り、

これから自分にできることを考えワーク

シートに記入し、交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間の自由と平等を求めた水平社宣言の意味や力強さに気づき、差別のない社

会を目指そうとする意欲を育て高める。 



 

 

 

 

 

 

 

 


